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電子情報技術産業協会技術レポート 

 

方形導波管及びフランジの検査ゲージ 

Inspection Gauges for Ordinary 
Rectangular Waveguides and Their Flangdes 

 

1. 適用範囲 この技術レポートは，JEITA 規格 TT-3006A の方形導波管に，EIAJ TT-3009A のＡ，Ｂ，

Ｄ及びＥ形方形導波管用フランジを取付けて，導波管開口部の内側寸法及び導波管開口部に対するフラ

ンジの基準穴と取付穴の位置並びにそれら穴径寸法を検査するゲージについて規定する。 

 

2. 構 成 これらの検査ゲージは，導波管開口部の内側寸法を検査する口径ゲージ，フランジの基準

穴と取付穴の位置を検査するロケーションゲージ(機能ゲージ)及びそれらの穴径寸法を検査する穴径

ゲージにより構成される。 

 

3. 設計基準 これらの検査ゲージの設計基準は次のとおりである。 

(1) 口径ゲージは，4.2 項に述べるように板形の限界ゲージとする。 

(2) ロケーションゲージは，導波管開口部に相当する方形のガイドブロックがゲージ板に固定され， 

その周辺にフランジ穴の位置及び直径に対応し，かつ，ガイドブロックの高さよりも長いゲージ 

ピンが植込まれた形状のものとする。 

    ゲージピンは，その実効寸法(最大直径＋公差域直径)を EIAJ TTR-3009A の規格で定めるフラ 

ンジがすべて合格となるように設定し，その公差域直径を，このゲージで合格と判定されたフラ 

ンジ対は，EIAJ TTR-3012Aの定める穴位置の規格に外れていても，結合に支障のないように定め 

る。 

    ガイドブロックの寸法は，その最大実体寸法のときに，該当導波管の使用周波数帯の下限にお 

いて，“1dB 劣化の原則”を満足するように定める。 

注 1dB 劣化の原則 導波管接続部における(電圧)反射係数は，接続する両導波管の寸法差によ 

る反射と管軸のずれ(食い違い)による反射とのベクトル和で表され，合成反射損失は，口径 

の寸法差のみによる反射損失よりも 1dB だけ劣化することを認めるという原則。 

(3) 基準穴の穴径ゲージは，旧 JIS B 7421(限界ゲージ公差・寸法許容差及び摩耗しろ)の規定する 

寸法許容差を有する円形プラグゲージとする。 

備考 解説 4.項に述べるように，結合穴の直径の検査は不要である。 

 

 




